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 本委員会に付託された議案について、審査の結果、次のとおり決定したので、会

議規則第８０条の規定により報告します。 
 

記 
 

１ 委員会付託議案 

・議第６１号 物品の取得について 

 

２ 審査の概要 

７月２２日に委員会を開催し、福祉保健部から議案について詳細な説明を受け、

議案審査を行いましたので、主な概要について報告します。 

初めに、「買い取り単価である仕入れ価格をどのように確認したのか」を問う質

疑があり、「株式会社さとうの仕入れ先である株式会社日本サルベージサービスか

らの見積書により確認した」との答弁がありました。  

次に、「売れ残ったマスクを市が買い取る根拠」を問う質疑があり、「事業の実

施にあたり当初から市がすべて買い取ることを条件としていたものである」との

答弁がありました。 

次に、「市の負担額はいくらか」を問う質疑があり、「今回の買い取りが４７９

０万９,９６１円、販売差損に係る負担金が９３０万１,９１４円、販売手数料が７

２０万８,３１８円であり、合計で６４４２万１９３円である」との答弁がありま

した。続いて、「負担金としての当初の予算額５５９６万９,０００円と実際の市

の負担額との差額の要因」を問う質疑があり、「当初の見込みよりも買い戻し数が

増えたため、所要額が増加した」との答弁がありました。  

次に、「買い取りを行うマスク約１００万枚の取り扱い」を問う質疑があり、「約

２４万６千枚については、同じく新型コロナウイルス感染症対策として実施する

健康危機管理対策事業において予定していた購入分に充当し、それ以外の約７６

万枚については、第２波、第３波に備えて備蓄する計画である」との答弁があり

ました。 

 

反対討論  

  なし 

賛成討論  

  売れ残ったマスクはすべて市が買い取るという条件付きの契約であったことを



勘案すると、本件については賛成せざるを得ない。ただし、一般財源の負担が大

きいこともあり、売れ残った場合のリスクについては当初から十分に考える必要

があった。また、買い取ったマスクの有効な利用方法についても、今後十分に検

討されたい。 

 

３ 審査結果 

 ・議第６１号 全員賛成で原案可決 


